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令和３年１月新城市教育委員会定例会会議録

１ 日 時 １月１４日（木） 午後１時３０分から午後３時５０分まで

２ 場 所 本庁舎 ４階 会議室４－３

３ 出席委員

和田守功教育長 夏目みゆき教育長職務代理者 原田純一委員

安形茂樹委員 村松 弥委員 青山芳子委員 原田真弓委員

４ 説明のため出席した職員

片瀬教育部長

鈴木教育副部長兼生涯共育課長

熊谷教育副部長生涯共育課参事

安形学校教育課長

伊田生涯共育課参事

湯浅生涯共育課参事

松山生涯共育課参事

佐藤教育総務課副課長

５ 書 記

佐藤教育総務課副課長

６ 議事日程

開 会

日程第１ １２月会議録の承認

日程第２ １月の新城教育

（１）教育長報告

（２）１月の行事・出来事

日程第３ 協議事項

（１）令和3年度の新城教育の課題等について（教育長）

（２）教育振興基本計画について(教育長）



2

日程第４ 報告事項

（１）令和３年新城市成人式の開催結果について（生涯共育課）

（２）令和３年度鳳来寺山自然科学博物館の開館時間の変更について（生涯共育課）

日程第５ その他

次回定例会議 2月18 日（木） 午後2時30分

（本庁舎 ３階 防災対策室３）

閉会 午後３時５０分
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○職務代理者

令和３年1月の定例教育委員会会議を始めさせていただきます。

よろしくお願いいたします。

日程第１ 11月の会議録の承認

○職務代理者

それでは日程に従いまして、日程第１、12月の会議録の承認です。

日程第２ 12月の新城教育

○職務代理者

日程第２、１月の新城教育についてです。

（１）教育長報告よりお願いします。

○教育長

３点お願いします。１点目は、ＣＯＶＩＤ－１９についてです。

昨日１月14日から２月７日まで、緊急事態宣言が愛知県にも発出されました。全国で11都府県がそ

の宣言下にあります。今日も午前中、校長会議を開催いたしましたが、各小中学校、その対応につい

ていろいろ苦労しております。また文部科学省から今日通知が届いており、それに基づいて、子ども

たちの命を守ることを第一義に進めていきたいと思います。

昨日までの感染状況ですが、世界で約9,000万人が感染しており、死者が約200万人です。日本は感

染者が30万人、死者が4,300人、愛知県は感染者が2万人、死者が300人弱です。一番大切なのは近隣地

域の状況がどうであるかですが、私も12月から毎日東三河の８市町村の感染状況を記録しておりま

す。県下でも東三河と知多が比較的感染のレベルが少ない状況ですが、昨日現在、東三河８市町村で

感染者が1,000人を超しまして、1,081人です。新城市は県下の市の中では、最も少ない34人です。

新城市としましても、新型コロナウイルス感染症の対策本部、それから幹事会等を感染者が発生す

るたびに開催していまして、対応を協議しております。

また感染が発生した折には、市長が必ず防災無線にて、その状況を報告しております。

学校等で発生した場合どうするかということですが、新城市教育委員会と新城市、今、申し上げた

会で常に情報を共有いたしまして、保健所との連携を取りながらその対応を考えていくということで

す。これからどうなるか、第３波の行く末は油断ならないのですが、感染防止策のさらなる徹底を図

ることを校長会議でもお互いに共通認識を持ちより確かな実践を進めています。

２点目ですけれども、成人式についてです。

後ほど担当課からも説明があると思いますが、１月10日それぞれ教育委員の皆様におかれまして

も、御多用の中、御参加いただきましてありがとうございました。457名の成人該当者がみえますが、

そのうち400名が出席で約88％、例年よりやや少ない程度で、大変多くの成人の方々が集うことができ

たと思います。

例年ですと大ホールに、恩師や市内の来賓の方々、そして何より保護者の皆様方が集い合います

が、今回は会場内に入れないため、ティーズで同時中継を行いました。私も会が終わってから外へ出

たときに、保護者の皆様方が大勢見えるので、これは大きなディスプレイで会場の外へ映像を流さな
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くてはいけなかったかなと思ったのですが、市のホームページやＹｏｕＴｕｂｅのアクセス数が何と

300を超えていたということですので、多くの方々が外でもスマホで映像を見ながら成人式の様子を眺

めてみえたのではないかと思います。

式典の様子は、私語もなく厳粛にしかも短時間でしっかりと行えたのではないかとに思います。終

了後も各中学校出身者ともそれぞれ自粛ということで、宴会等もなしで解散したと聞いております。

３点目ですが、新城有教館高校についてでございます。

先だっても有教館高校の情報をお配りしましたが、いよいよ１月となり中学３年生にとっては、受

験を控えた非常に大切な時期です。来週あたり、学年最後の学力テストを行いまして、受験校を決定

する段階になるのではないかと思います。地元で唯一の公立高校となりますし、まだまだ有教館高校

の高校の様子が市民に行き渡っていない状況にあります。そこで、現在ティーズで有教館高校にはど

んな施設・設備があるか、どんな活動を行っているかという放送をしております。これもまた何回か

にわたって行いますので、まず私たち市民が高校の状況をしっかり共有する必要があると思います。

教育方針説明の後ろに１枚原稿をつけさせていただきました。新しい時代を拓くという文章の下線

を引いた部分です。

新しい時代を拓くには、しなやかな発想とたくましい力が必要です。新城有教館高校の総合学科

は、それを錬磨するにふさわしい学びの環境です。ここに志を持った生徒が集い、新城東高校と新城

高校の卒業生がスクラムを組んでバックアップするならば、新城の未来は明るく開けるものと信じま

す。

こうした思いで、しっかりと応援していきたいと思いますので、委員の皆様方も機会があれば有教

館高校の様子をお話しいただけたらと思います。

以上です。

○職務代理者

ありがとうございました。

ただいまの報告につきまして、御質問などありましたらお願いいたします。

日程第２、１月の新城教育の２番目です。１月の行事、出来事について、では１ページ目から教育

総務課よろしくお願いします。

○教育総務課長

教育総務課からです。

１月の予定ですが４日の日に仕事始め式、15日の愛知県都市教育長協議会は、書面決議となりまし

た。

28日は、東三河教育長会議で、新城市が会場になっております。

来月の予定ですが、２日、三河小中校長会懇談会ですが、中止となりました。

３日は、三河都市教育長会議で岡崎市が会場ですが、書面決議となる予定です。

４日は、総合教育会議、12日は教育委員会連合会理事会で東海市が会場です。

15日は、東三河県庁で東三河小中学校連携教育推進協議会です。

18日が定例教育委員会会議です。

25日が市議会３月定例会となります。
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以上です。

○学校教育課長

学校教育課、記載のとおりでございます。

○生涯共育課長（共育・文化係）

共育、文化係です。

成人式につきましては、後ほど報告させていただきます。

今度の日曜日の17日の和凧作り講座つきましては、緊急事態宣言が出たということで中止にしま

す。それから、生涯学習推進員協議会役員会、文化事業運営委員会についても緊急事態宣言が出たと

いうことを踏まえて書面で対応してきたいと考えています

来月の24日の青少年問題協議会についても書面対応で調整しております。

以上です。

○生涯共育課参事（文化財・資料館・保存館）

続きまして、文化財・資料館・保存館から報告申し上げます。

１月３日、鳳来寺田楽が鳳来寺の本堂の前で行われました。時間、通常は丸一日行うのですけれど

も、今年度については、昼から２時間程度で終了になりました。

23日に馬防柵の修復作業がございます。

来月になりまして、20日に長久手ウォーキングがありますが、今の状況の中で、できるのか不透明

な部分がございますので、日程の変更も含めながら調整をしていきたいと考えております。

以上です。

○生涯共育課参事（スポーツ）

スポーツ係ですが、１月９日のこどもすぽーつくらぶは中止にいたしました。来週21日につきまし

ては、スポーツ推進委員第５回総務委員会ですがすぽーつくらぶの２月、３月の実施についての検討

も考えております。

来月２月につきましては、２日の日に第30回新城市民鳳来地区ゴルフ大会第2回実行委員会、３月３

日の日に予定をしておりますが、その実行委員会で開催の可否を検討します。

２日の日には、スポーツ推進委員第６回定例会を予定しておりますが、この定例会につきまして

は、スポーツ推進の皆さんには、書面にて実施させていただく予定です。13日土曜日のこどもすぽー

つくらぶにつきましても、開催は今月の検討会にて検討させていただきます。

以上です。

○生涯共育課参事（図書館）

続きまして、３ページを御覧いただきたいと思います。

図書館ですが、図書館につきましても愛知県に非常事態宣言発出されたことに伴いまして、一部変

更があります。

１月の行事ということですが、４日からの新春企画福袋2021は、予定通り行いました。

５日までの２日間で用意いたしました40セット80冊は全て在庫なしとなりました。

7日木曜日には、無料上映会、それから９日土曜日には、絵本の読み聞かせを予定通り行いました

が、これ以降２月７日までの間は、無料上映会、絵本の読み聞かせのほうは中止ということになりま

す。
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２月の行事としましては、今後も新型コロナウイルスの感染状況にもよりますが、２月７日以降、

毎週木曜日に無料上映会、毎週土曜日に絵本の読み聞かせを行う予定であります。

３日から18日には、愛知県の「家庭の日」県民運動展示開催の予定であります。

同じく新型コロナウイルスの影響で、現在のところ２月９日火曜日から２月22日月曜日までに日程

を変更して開催する予定であります。

また、９日から23日は特別貸出で通常より貸出冊数や貸し出し日数を増やします。そして、２月24

日から３月５日まで特別整理期間のために休館となります。

図書館からは以上です。

○生涯共育課参事（鳳来寺山自然科学博物館）

鳳来寺山自然科学博物館からです。

平日の部になります。20日水曜日ですが、東陽小学校現地ガイドということで、市内の５カ所を巡

る予定をしております。６年生17名が参加する予定でありますが、こちらも新型コロナウイルスの状

況によりまして、学校側と相談しながら対応を20日まで考えていく予定になっています。

それから27日になりますが、鳳来東小学校が来館されてガイドということで、こちらにつきまして

は、鳳来東小学校の５年生、６年生合わせて８名になりますが、来館の予定になっております。来館

後、館の前で化石採取等を行う予定ですが、こちらについても新型コロナウイルスの状況を踏まえま

して、学校側とも相談をしながら対応したいと考えております。

それから土日の欄になります。17日、今週日曜日ですが、学習会を予定しておりました。こちらに

つきましては、講師の方が御高齢ということで講師の方と相談した結果、昨日中止を決定しました。

それから31日になります。こちらの自然探検会は、講師が当館の学芸員が行いますので、一応今の

ところ新型コロナウイルス対策を取りつつ実施したいということで進めております。

来月になります。来月８日月曜日ですが、こちらも鳳来小学校への出前教室で課の職員が出かける

予定です。

それから土日の欄になります。14日の学習会は、やむを得ず中止、それから28日のジオツアーにつ

きましても、バスを使うということであらかじめ中止を決めております。

簡単ですが以上であります。

○職務代理者

ありがとうございました。

それでは、ただいまの報告につきまして御意見や御質問がありましたらお願いいたします。

よろしいでしょうか。

日程第３ 協議事項

○職務代理者

それでは、次の日程に移ります。

日程の第３、協議事項です。

令和３年度新城教育の課題等について、教育長よりお願いいたします。

○教育長

令和３年度の教育方針説明の第３次案について、委員の皆様方の御意見を伺いたいです。
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お手元にありますプリント、本日校長会議で全校長に配りまして、学校現場の意見を率直に聞かせ

てもらえるよう配付したものであります。委員の皆様方からいただいた御意見、感想等を反映させて

第３次案を作成いたしました。今から音読しますので、後ほど気づいた点を聞かせていただけたらと

思います。

危機を乗り越え生き抜く力を

2020年から、新型コロナウイルス感染症のパンデミックにより、世界中の人々が命の危険にさらさ

れている。これまで当たり前であったことができなくなり、新しい生活様式を模索する中で、持続可

能な社会の在り方が求められている。また、気候変動による豪雨や大型台風、心配される巨大地震や

火山爆発などの自然災害リスクや、人口減少、地方崩壊、恐慌・戦争などの社会経済や地政学的リス

クの到来は、学校教育・生涯学習の危機にもつながる。

何が起こるか分からない、何が起きても不思議はない時代である。2021（令和３）年度の教育方針

は、新城教育憲章にある｢命を尊び、叡智を磨き心身を鍛え、自他の幸福を築ける人を目指す」ことを

根底において、この危機を乗り越え「生きぬく力」を育む観点から述べる。

１、「学びの保障」と「共育活動の維持」

コロナ禍の中、「命を守る」ためには、徹底した感染防止対策をする必要がある。全小中学校におい

て、検温、うがい・手洗い・顔洗い、健康観察、咳エチケット、食事マナーなどの習慣化とともに、

教室･トイレなどの生活環境の消毒や換気、三密回避などを徹底して実行している。この危機意識の上

に立って、学校教育活動を持続して子供たちの学びを保障できるように計画・運営している。

また、生涯共育活動においても、活動場所や用具の消毒とともに、社会的距離を確保し、多人数で

の活動や飲食を伴う会合を避けるなどの感染防止を最優先に、制限された中での活動を維持してい

る。

しかし、こうした動きは、本来、社会的存在である人間の生き方に反しており、家族や友人、仲間

や地域の人々との日常のささやかな幸せを破壊しかねない。これを乗り切るためには、いかに新しい

生活様式の中で、人と人とのつながりを保ち、友愛・信頼の絆を確かなものにしていくかが喫緊の課

題である。

この課題を克服するためには、新しい共育2.0の形の追究が不可避である。新型コロナウイルス感染

症が終息するまでは、これまで新城教育で築き上げてきた接触型の共育の形態には戻れない。ＩＣＴ

を活用した非接触型の共育と、感染防止を徹底した上での効果的な接触型の共育とのハイブリッド

で、「共に過ごし」「共に学び」「共に育つ」心をつなぐ共育2.0を推進していかなくてはならない。

２、学校教育

2020年度のコロナ禍の1年、学校教職員の皆様方におかれては、子供たちの命を守る感染防止活動と

臨時休校が行われたにもかかわらず、着実に学校教育を進めていただいたこと、また、保護者、地域

の皆様方におかれては、これを理解し支えてくださったことに心より敬意と感謝を申し上げる。

（１）命を守る教育

防災・安全教育は、命を守るための基本を学ぶ教育である。大地震、暴風雨等の自然災害や火事等

は、いつ私たちに襲いかかってくるか分からない。頻繁に起こる局地的豪雨などへの対応も日ごろか

ら身につけたい。少なくとも、学校および学校近辺の登下校の際に被災した場合、その地形の凹凸、

坂道、側溝、傾斜地などの地理を習熟していれば、被害を最小限に食い止めることが可能である。新



8

城市の教職員には、「半径300メートルの達人たれ」を合言葉に、学区を歩き、学校周辺の地理に詳し

くなることを課している。

また、各小中学校では、毎年、学校ごとに防災計画を策定し、避難訓練などを計画的に実施し、見

直し・点検を行っている。中学校では、防災委員会を設置し、火事や地震に対して、災害から命を守

る知識を修得し、自助から公助への意識を啓発しつつ、訓練を行っている。さらに、安全な登下校や

自転車運転指導なども、機会あるたびに行い、注意を促している。

一方、新型コロナウイルス感染症の感染防止対策を講じたことで、インフルエンザや風邪などの病

気欠席が激減している。「うがい、手洗い、顔洗い」「３密回避、マスク着用」「換気、加湿」といった

衛生習慣の徹底が功を奏したものと思われる。さらに、「早寝 早起き 朝ごはん」「ゲーム・動画な

どメディアルール」「日々の適度な運動」が習慣化すれば、免疫力の向上も図られるものと考える。

基本的生活習慣を身につける指導は、感染症防止・健康増進の一丁目一番地として、各学校の保健

委員会や給食委員会の活動とともに、家庭・地域とも協力して進めていく。

（２）子供が「自発的主体的に学ぶ」授業の実現

2021年度より小中学校で全面実施となる新学習指導要領では「主体的・対話的で深い学び」のでき

る授業を学校教育に求めている。かつてのような知識注入型の一斉授業や教師主導の授業では、激変

するグローバル社会や直面する様々な危機を乗り越えて生きぬく力を育むことは難しい。

また、ＩＣＴが日常的に普及している現況にあって、知識だけならＡＩが勝るので、ＡＩにまねで

きない人間ならではの思考力・判断力・表現力・総合力を基とする学力を身につけ、学びに向かう力

や人間性を育むことが肝要である。こうした力を育む授業や、学校生活を構築していくことが学校に

求められている。そのためには、以下の2点の認識が必要である。

① 学ぶのは子供

「主体的な学び」の必要性については、くしくも、「戦後復興」を目指す1947年の最初の学習指導要

領においても、「学ぶのは児童である。教師中心の考え方を捨て、子供の興味・自発性を大切に、子供

の学ぶ道筋に従って指導すべきである」と強調している。

戦後75年を経て、「コロナ復興」を目指すこの時期に本格実施となる新学習指導要領の目指す「子供

が、自ら課題を見つけ、自ら学び、自ら考え判断し行動して幸せを実現する」ことと軌を一にする考

え方と言える。

世の中の混乱を立て直すとき、また、混沌の社会を切り開くときには、学習指導要領に示されてい

るような、自ら課題を見つけ自発的に動ける人材が必要となる。

単なる知識注入は、教師でなくてもＡＩやアプリで効率的にできる。学校の存在意義・役割は、子

供集団の中で仲間とともに直接的に対話・協働・共感・反発など切磋琢磨する中で、感性や情操、思

考力や判断力、人間性や社会性を養うことにある。

子供に自発的に学ぶ姿勢が身につけば、家庭学習やオンライン学習においても成果の向上が期待で

きる。これまで新城教育で推奨してきた小学校の教科担任制や専科制については、文科省もこれを是

として施策に取り入れてきた。2021年度には、小学校の教科担任制度のモデル校として、鳳来寺小学

校に研究を委嘱する。

② 教師はファシリテーター

「主体的・対話的で深い学び」の授業を進める要は「対話的」であることである。自分だけの学び
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ではなく、友達や教師、地域や先達の人々など、他の人の話を聞いたり、議論したりすることで、学

びは深まる。対話の際に必要なことは、相手の心に届き、相手の心を動かす表現力である。授業にお

ける、話合いの場面や、振り返り・総括の場面などで、自分の考えや気持ちを自分の声に載せて話せ

るプレゼンテーション能力を養うことも、日本人に求められる力である。アクティブ事業「聞いてく

ださい私の話」をはじめ、学校生活の様々な場面において設営が必要な活動である。

また、日本語だけでなく、小学校５年生から教科化された「英語科」の授業においても、このこと

を大切にしたい。

具体的には、アクティブラーニングの授業形態がある。課題解決に向けて、子供たちが千差万別の

発想や意見を出し合い練りあう授業である。ここでの教師の役割は、子供の学びの支援者となること

である。話合いを進行したり、発言を促したりするファシリテーターの役割である。それには、教師

自身の意識改革と教科専門力の向上が必須である。

主体的教師が主体的子供を育てることを肝に銘じたい。

（３）「学校応援団」の基盤づくり

「学校を核とした地域づくり」は新しい時代の教育の姿である。欧米で市民が集い団らん・協議し

たという町の「広場」に学校を見立てて、地域住民が集い合える共育活動の場とする活動を10年間に

わたって推進してきた。一斉共育の日には、人口の2割ほどの市民が学校に集い活動してきた。

しかし、2020年度はコロナ禍で中止せざるを得ず、2021年度もコロナの終息は容易でないことが予

想され、市内一斉の開催は避けて、各学校の実情に合わせた開催とする。

３密にならない形式で、学校と地域をつなげ、子供と住民を結ぶ活動をするには、新たな発想が必

要である。オンラインでつながる活用、屋外の広い場所での活動、小人数や時期をずらしての分散活

動など、様々な形態が考えられる。

昨年度の例として、中学校の職場体験学習をオンラインで行い、遠くブラジルまでアクセスした活

動や、地元企業を訪問した動画を作成してＹｏｕＴｕｂｅに投稿した活動、小学校で運動会と学習発

表会を合わせた内容を運動場で青空発表会として行うなど、コロナ禍に適合した活動を進めている。

「地域の子供は地域で育てる」という共通認識のもとで、学校・地域の実情に合わせた共育2.0の新た

な形態の活動を期待したい。

また、地域の運動会や盆踊り・祭礼などが中止される中、何とか子供たちが地域に参加できる場面

を工夫して確保していきたい。市内小中学校、地域自治区には、これまでの共育活動で育んだ学校応

援団の様々な組織がある。共育支援委員会や学校運営委員会、青パト隊などの組織である。これらを

発信源として、社会的距離や換気など、感染防止に留意した継続した活動を期待する。

（４）ＧＩＧＡスクール構想の具体化

2020年度中に、各学校の校内無線ＬＡＮ環境も整備され、大型ディスプレイも2021年度中には全学

級に配備される。一人１台タブレットも行き届きＩＣＴ環境が整う。これを適切に使いこなすことに

より、子供一人一人に応じた「学習の個別最適化」も可能となる。一人１台タブレットを活用して、

目標到達までのプロセスは異なっても、最終段階では、子供同士で相互評価をし、認め合う交流の場

面を設定することで、対話的で深い学びが実現する。これがＧＩＧＡスクールで求められる理想の学

習形態である。

こうした学びに必要なことは、教師も子供も、従来の学習用具と同様に、端末を文房具、ツールと
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して使いこなせるよう慣れることである。

また、オンライン授業を行うには、ＺＯＯＭライセンスと家庭のＷｉ-Ｆｉ環境が必要となる。これ

らが整備されれば、新型コロナウイルス感染症拡大による一斉休業や、地震や台風による休校など、

想定外の事態においても学びを中断させることなく、一人１台タブレットを活用して、学びを保障で

きる。プログラミング教育を含めて、教師がＩＣＴ機器に習熟できるよう、専門家を招いての研修機

会を設けていく。ＧＩＧＡスクールモデル校としては、作手中学校に研究を委嘱する。

子供たちの多くは、オンラインゲームや、ＴｉｋＴｏｋ、ＹｏｕＴｕｂｅなどの動画や、LINEなど

のＳＮＳに慣れている。使用時間や課金など、自分でコントロールできればいいが、なかには、没頭

して昼夜逆転したり、ゲームから離れられないゲーム依存症の状況に追い込まれたり、有害サイトに

アクセスしたりすることもある。そうしたことで、通常の学習が阻害されたり、健康が害されたりす

ることもある。

そこで、情報モラルや情報リテラシーを学ぶ場を設け、市全体として、新城市小中学校ＰＴＡ連絡

協議会で策定した「スマホ＆ゲーム機等とうまくつきあうための9か条」を、学校と保護者の連携の下

で、子供たちへの周知を図っていく。

また、ＧＩＧＡスクールを推進していく際に、タブレットやディスプレイ上の仮想空間だけでな

く、実生活における学びや体験を重要視したい。これまで各学校で教育課程の根幹において展開して

きた「新城の三宝」の学習は、価値ある実体験活動である。地域の人々とのつながりを大切にして、

継続・深化させていかなくてはならない。

さらに、デジタル教科書等の導入となると、キーボードで入力する学習機会が多くなり、その熟達

も必要である。しかし、小学校入門期はじめ、漢字等の習熟期においては、鉛筆、紙やノート等によ

るアナログ操作活動も重視していく。授業でのノート指導も欠かせない。

（５）特別支援教育体制の充実

特別な支援を必要とする子供たちへのきめこまかな指導の充実を図っていく。知的、情緒、病弱、

言語、身体など障害を持つ子供たちについては、保護者との連携を密にして、個別の支援計画・教育

課程を策定する。全教職員で合理的配慮を共通理解し、通常学級との交流を含め、孤立や排除される

ことのないようインクルーシブを推進する。特別支援学級は、当該児童生徒１名から設置し、2021年

度は、市内全小中学校で48学級を設置の予定である。さらに、通常学級に在籍する子供で障害による

学習・生活面での困難を改善・克服する必要がある場合には通級指導で対応し、〇校で実施する予定

である。ハートフルスタッフも継続して配置していく。

不登校の児童生徒については、新たな一人を出さないよう日頃から留意するとともに、別室登校や

適応指導教室「あすなろ教室」で個々に即した学びを支援している。不登校等の悩みに対応する相談

員活動も継続し、新城市基幹相談支援センターなど関係機関と連携して進めていく。

また、日本語指導が必要な児童生徒には、日本語初期指導教室「きぼう」を新城小学校と千郷小学

校に設置して、日本語や日本文化、学校生活などの導入支援を行っている。

さらに、いじめ対応については、日常的な児童生徒とのふれあいの中できめこまかな観察をすると

ともに、アンケートや教育相談の中で、未然に防止できるように努めている。また、ＳＮＳによるい

じめについても、日ごろから道徳や生活指導で注意を喚起している。

（６）地域部活動構想の検討
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新城市では、小学校の課外活動、中学校の部活動について、ガイドラインを策定し、それに基づい

て活動を進めている。特に、2020年度は、スポーツ・文化の部活動の大会やイベントが中止となり、

児童生徒にとっては、不完全燃焼の年となった。

2021年度、感染状況がどのようになるか想定できないが、現段階では、学校の日々の営みとして部

活動を続けている。コロナ禍においては、活動も大会も制限されるが、ポストコロナを視野に、中央

教育審議会や文科省の進める「学校単位から地域単位の取組とする」ことを目指し、学校と地域が協

働・融合した部活動を構想する。具体的には、生徒数減において実施可能な部活動の在り方を検討

し、新城市の中学生がスポーツや文化活動を行う新しい教育環境の創出を目指して、「新城クラブ（仮

称）」の発足に向けて検討を進めている。

（７）授業充実に向けた働き方改革

新学習指導要領になり、学習内容が増大する中、年間授業時間数は現状のままなので、子供たちが

納得する授業を行うためには、１時間１時間の授業の充実が求められる。そのためには、教師の教科

専門力と人間洞察力の向上が不可欠である。教師が教材研究や子供の実態把握に専念できる時間の確

保が必要であり、学校現場のさらなる働き方改革が迫られる。

コロナ禍において、全国一斉休校やオンライン教育が行われ、「学校でなくてもできること」「学校

でなくてはできないこと」の判別が鮮明になってきた。

また、文科省においても、これまで肥大化してきた学校の業務について、業務内容の見直しが行わ

れ、「学校以外が担うべき業務」「必ずしも教師が担う必要のない業務」「負担軽減が可能な業務」など

について整理を促している。具体的には、学校以外が担うべき業務としては、登下校の対応、放課

後・夜間の見回りや補導、学校徴収金業務、地域ボランティアとの連絡調整などがある。

また、必ずしも教師が担う必要のない業務として、部活動、調査・統計業務、休憩時間の子供対

応、校内清掃などが挙げられている。

子供が自発的に学ぶ授業構築のために、業務改善や学校行事の在り方、定数改善、在校時間の短縮

など多面的に教師の働く環境づくりを進めなくてはならない。

（８）その他

３、生涯共育

2020年度の市民スポーツ・文化活動は、コロナ禍の中で、施設利用を制限され、活動を縮小せざる

を得ない状況にあった。その中で、可能な限りできることに挑戦してきた。

（１）スポーツ

市民スポーツ活動は、新型コロナウイルスにより、様々な行事、イベント、大会などが中止にな

り、体を動かす機会が大幅に減少した１年であった。体力・運動能力の向上はじめ、仲間づくりや地

域コミュニティなどへの影響が大きかった。

2021年度は、東京オリンピック・パラリンピックが延期開催となり、再びスポーツへの関心が高ま

るものと推測される。そこで、感染症防止対策を講じた上で、野外施設のふれあいパークほうらいを

開放するなど、市民の誰もが世代や地域を超えてスポーツに参加でき、体力向上や健康増進を図り、

免疫力の強化が図られるような環境づくりに努める。

（２）文化活動

市民の文化活動の拠点となっている新城文化会館をはじめ、市内各所で活動を行っている「新城文
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化協会」が合併15周年を迎える。新型コロナウイルス感染症の感染拡大により、文化的な活動も大き

く影響を受けている。しばらくは感染防止最優先の中で可能な活動を進めることになるが、会員の皆

様が一つになって知恵を出し合い新城の文化のともしびを守っていただけるよう支援していく。

（３）共育活動

新型コロナウイルス感染症の影響により、子供たちの家庭内での過ごし方や、地域との関わり方に

変化が起きている。また地域活動の拠点となる各行政区の公民館活動も感染拡大の影響を受け、大幅

に縮小されている。

これまで取り組まれてきた生涯学習活動は、その多くが「人が集まること」を前提としたものであ

ったが、これからは例えば、オンライン講座や動画配信、ＺＯＯＭ会議などの手法を取り入れた「新

しい共育活動」を考えるとともに、必要に応じて感染防止策を取った上での顔を合わせての活動の在

り方を考えていかなくてはならない。

（４）文化財、資料館・博物館・図書館等

① 文化財、資料館・図書館等

文化財については、これまでは保存活動に傾注してきたが、今後は活用面にも意を注ぎ、文化財を

市の宝として有効活用できるようにしていきたい。まずは、昨年度策定した『史跡長篠城跡保存活用

計画』を基礎とした「植栽管理計画」など、諸計画立案のための準備を進める。

また、様々な文化財保護活動に関わってきた市民が仮称「市民ボランティア学芸員」のような存在

として広く情報を発信していただけるような仕組みの検討を始める。

2021年度の主な事業としては、冨賀寺所蔵朱印状と満光寺庭園の保存修理を行うとともに、資料館

では企画展「船長日記」展を、保存館では企画展「新城の牛頭天王信仰と新城富永神社」を開催す

る。また、保存館では、レンタサイクル事業とボランティアガイド養成を進める。

図書館については、市民の情報センターとして、図書館だよりの発行とともに、時宜に応じた企画

展示を行うとともに、小中学校との連携の下に、集団貸し出し事業やライブラリースタート事業を進

める。

② 鳳来寺山自然科学博物館

コロナ禍によって、日本人の野外活動や自然志向が高まっており、鳳来寺山や乳岩などの来訪者が

増えている。こうした機会に、鳳来寺山自然科学博物館では、「人と自然の架け橋となる博物館」を目

標に「自然を楽しく学ぶ野外学習会」を開催する。

また、ジオパーク推進事業においては、市内ジオサイトの案内看板を整備するとともに、東三河ジ

オパーク構想推進のためジオツアーを３回実施する。

③新城の三宝の観光的価値の発信

新城の自然・歴史文化には、文化財に指定されていたり、日本百選に選出されていたりするものが

数多くある。そして、その多くが点として個別に存在するのではなく、線として、面としてつながっ

ている。例えば、中央構造線上の長篠城址と新城城、歴史的に古宮城と亀山城、また、鳳来寺山を核

とした鳳来寺や鳳来山東照宮と湯谷温泉は、歴史的にも地質的にも深いつながりがある。こうした総

合的な視点からの三宝の価値を追究し発信することで、観光・誘客に役立てていきたい。

３、施設設備の充実

鳳来寺小学校の進入路の拡幅と駐車場の整備、給食共同調理場の建設に向けて実施設計を完了し工
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事に着工する。また、小中学校の洋式トイレの拡充や体育館照明のＬＥＤ化、感染予防のための水回

り設備等について計画を策定していく。

生涯共育関係では、文化会館大小ホールの地震対策用ネット張りと市政20周年に向けた文化会館リ

ニューアル計画の策定をする。また、作手Ｂ＆Ｇ施設についても、昨年度Ｂ＆Ｇ財団より活用事業の

評価として10年連続特Ａ評価を受けたこともあり、プール、体育館、艇庫の施設整備計画を策定して

いく。

４、今後の展望

新型コロナウイルス感染症のパンデミックにより、市民の社会活動も委縮し、経済活動も縮小を余

儀なくさせられており、ポディティブな明るい展望が描けない状況にある。100年に一度と言われる事

態であるが、この難局をいかに乗り越えられるか人智が試されているのかもしれない。そして、この

先の見えない混沌の世界の向こうに希望が開けることを信じて、目前の活動に専念するほかすべがな

いのも事実である。

人智を養うのは、教育である。困難を克服した暁に活躍できる人材は、「主体的対話的で深い学び」

のできる人間である。米百俵の精神ではないが、人材育成、教育への投資を怠ることなく続けること

が、大人たちに課せられた課題である。

学校教育、生涯共育を担う教育委員会は、未来を託す子供たちのために、心豊かな生活に直結する

市民の文化・スポーツの活動の継続・発展のために誠心誠意尽力することをお誓いして、2021年度の

教育方針説明とする。

以上です。

○職務代理者

ありがとうございました。

１月早めに提出させていただきました小さな意見とか、いろいろな意見が出られたと思いますが、

それがいろいろなところに反映されていたのではないかと思いながら聞かせていただきましたし、読

ませていただきました。

それでは、これにつきましてまた、御意見をいただければと思います。

細かく切ってやっていったほうがよいかと思いますので、１ページ目に戻りまして１番の学びの保

障のところですが、この文章につきまして御意見や御質問がありましたらお願いいたします。

すぐになければ、次に進めさせていただいて、また後ほどでもいいかと思いますので、順番に通し

ていきたいと思います。

では、２番目の学校教育についてというところの（１）命を守る教育についてというところの御意

見がありましたらお願いいたします。

○教育長

全体のプロットとして、新型コロナウイルス感染症対応、命を守ることを前面に押し出して、それ

を柱にして作成させていただいております。

○職務代理者

それでは、次に進めていきます。

（２）の子供が自発的、自主的に学ぶ授業の実現についてということで①、②とありますが、ここ

に関するすることで御意見がありましたらお願いいたします。
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○教育長

（２）は、かなりセンセーショナルな言葉になると思います。ずっと学びの主体は子供であること

は言われ続けているのですが、委員の皆様方も授業を見ていただくと結構まだ中学校を中心として、

教師が教える講義型の授業が多い状況にあります。そういった中で、やはり子供たちが自ら学ぶこと

になると、教師はきちんと子供全体を押さえて、子供の性格や学力の実態をとらえる中で、一人一人

に個別に適した指導をしていくことが大事になるので、それはよく花田委員さんがファシリテーター

という言葉を使われましたが、全体を見て、推し進めていくスタンスを持たないとなかなかできない

のではないかと、そこまで意識革命する必要があると、こういったことはまだ文部科学省もどこも言

っていないですが、それが必要な時代だと感じます。

もう１つは、委員の皆様方も感じてみえると思うのですが、プレゼンテーション能力が日本人がい

かに乏しいかということ、このコロナ禍において世界の指導者がいろいろ国民に発信しているのです

が、その発信の状況を見たときにどのように感じられたかということからも、やはり日本人として必

要な能力だなと思います。せんだってのニューキャッスルアライアンスのときでも、若者たちが日本

人は、シャイで奥ゆかしいからなかなか言えないんだということを言っていましたが、もうそんな時

代ではなくて、きちんと自分の考えをその場にふさわしく主張していくことが求められる時代だと思

います。日本のいろいろな先進的な学校、以前、市民文化講座にもお呼びした小林りんさんが軽井沢

でＩＳＡＫスクールを開いているのですけれども、そこの学生たちは本当に自らしっかり調べてプレ

ゼンテーションをするという日々の訓練を受けています。小さい頃から、小学校の頃からきちんとそ

うした場をつくり、慣れていけば、しっかりと自分の意見を言える、そういう人が育つのではないか

と思います。そこのところ特に②の部分は、新しい見解かもしれませんが、今、日本の教育に欠けて

いる部分ということでしっかりと進めていきたいと思っております。

○委員

率直にお聞きしたいですけど、ファシリテーターという言葉そのものの意味というのは。

○教育長

そこのところ、修飾語として意味を日本語でつけさせていただいたのですが、下から２行目、話合

いを進行したり発言を促したりする、これがファシリテーターと。

○委員

単語的な略語としては、文章で表現をされているのですけど、直訳するとどのようになりますか。

○委員

進行係だとか司会者とかそういう意味だと思うのですが、私はそのように書けばいいと思うので

す。ファシリテーターというように書かなくても、

○委員

知識がないのと、ちょっとピンとこないのと、教育用語としてあるのかなと思って、それもあって

お聞きしたのですけど。

○教育長

今のところないです。ないですが、多くの社会学や政治学や経済学の中で、日本社会でもうかなり

標準化してきている言葉だと思います。

○委員
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済みません。知らなかったもので、ありがとうございました。

○委員

私も委員さんと同じように思って、どうして教育長さんのように国語のスペシャリストが日本語で

書かないのかなと思ったのですけど。

○教育長

司会者とか、支援者という言葉よりもファシリテーターという言葉のほうが、語気、言葉の勢いが

あるなと思って、わざと使ったのです。

教師や学習の支援者というと、これまでのさんざん言われてきている言葉であるので、逆に慣れて

いない斬新な言葉だけに引っかかるのではないかという、そういう意図もあるのです。

○委員

もう１つ質問です。基本的なことで申し訳ないですけど、これはどこへ向けて発信するものなので

しょうか。

○教育長

基本的には、学校教育関係者です。もちろん市民もですが、そこは次の原稿で市民向けに書きたい

と思います。特に、学習指導要領のところは、学校の教職員をかなり意識して書いております。とい

うことは、学校教育つまり、授業の概念として先生が教壇にいて指導するのは、市民全体の意識だと

思うのですが、そうではないファシリテーターだなんていう意識は、おそらく９割以上の市民の方々

は考えていないと思うのです。だからそういう意味でも、市民に向けてということもある。最終的に

は、教育方針説明は、市民全体に向けてというスタンスです。

○委員

全体に向けて。

○職務代理者

誰かほかに、質問や御意見がありましたらお願いいたします。

○委員

市民全体に向けてということでいうと、ＧＩＧＡスクール、これが非常に分かりにくいと思うので

す。市民全体に向けてというと。何か分かりやすい言葉がないかなと思うのですけど。

○教育長

いろいろ考えましたけれども、ＩＣＴを活用した学校とか、そういうのではなくて、文部科学省も

ＧＩＧＡスクールが文部科学省の教育行政の中心用語になってきているのです。ですから逆に、今の

ファシリテーターと同じように、これから多くの市民に知っていただきたい言葉で、あえて説明的な

日本語でなくて、国で使っている言葉をそのまま使用させてもらいました。

○委員

誰に向けて話をするかと考えたときに、それで分かるかなと思っていたのです。

○教育長

基本的に、60歳、70歳の方々が聞いて分かるようなことは、当初から意識しているのですが、慣れ

ていない言葉でジェネレーションギャップがありすぎるもので、その辺で難しいなと感じるのです。

では、このＧＩＧＡスクールをほかに翻訳して、学校教育の中で説明している学校が日本中にあるか

というと、多分この言葉を使っていると思うのです。
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○委員

先日、東郷中学校のホームページにＧＩＧＡスクールのＩＣＴの活用に向けた記事が学校ブログで

載っていて、やはりお母さんたちの話を聞いても、よく分からない、全員にタブレットが配られるの

という感じだったので。

○教育長

最初はそういう認識でいいのではないですか。１人１台タブレットがあるような、そういう学校と

いうことで。

○職務代理者

ありがとうございました。

それでは、またありましたら後ほどでもお願いいたします。

では、次に行きます。

（３）学校応援団の基礎づくりというところにつきまして。

一つよろしいでしょうか。

学校応援団という言葉は、共育活動を支える地域住民、関係者というような捉え方でよろしいでし

ょうか。

○教育長

はい。

○職務代理者

ありがとうございます。

そででは、次に行きたいと思います。

４番目のＧＩＧＡスクール構想の具体化ということでお願いいたします。

○教育長

第１段落で書かれているような内容がＧＩＧＡスクールの中身になるのです。

今日の校長会でも、ＧＩＧＡスクールについて提案されるのです。校長たちの意見の中にもカタカ

ナ用語が飛び交いますので、もう数年前の校長会議の用語とは違う世界の言葉が飛び交っているとい

うのが現実なのです。それを使わないと物事の対象が的確に指摘できないし、イメージができないと

いうそういう時代になったのです。今日も校長会のＧＩＧＡスクール関係のやりとりを聞きつつ、そ

ういう感想を持ちました。したがって、この実現のためには学校の先生方も相当このイメージと操作

といった部分を事前に習得しないと前に進んでいくことができないと感じます。

作手中学校が２月９日、このＧＩＧＡスクールの授業を公開して各学校から１、２名行ってそのイ

メージをつくってもらうという研修会を設けますし、その後２回セミナー、研修会を計画していま

す。

○委員

前回の記述より１歩踏み込んで書いていただいてよかったなと思います。

先日いただいた教育白書を見ますと、授業の中で動作環境がスムーズにいかないので困るというの

が60％の割合であったと思います。それから研修の機会が少ないという回答も60％ぐらいありまし

た。その保障というか、支援について踏み込んで書けるといいなと思っていたのですが、専門家を招

いての研修機会を設けるということと、ＷＩ－ＦＩ環境の整備についても加えられ、ＧＩＧＡスクー



17

ルのスタートの年にふさわしい内容になってきたのではないかと思います。一方でアナログの面の対

策をするとしっかり書かれているので、私としてはこれでよいのではないかと思います。

○教育長

デジタル教科書も今、文部科学省が試行的に進めようとしているのですけれども、現在ではアナロ

グをそのままデジタルにしただけの教科書で、あと補助教材としてのデータがある状況ですので、こ

れから施行というところです。そのことには触れずにおいておきました。まだどうなるか分からな

い、文部科学省で調査研究を始めたところで、これから方向づけされると思いますので、そこは触れ

ずおきます。

○委員

ＧＩＧＡスクールのところ、ＺＯＯＭライセンスこれは何ですか。

○教育長

ＺＯＯＭを使うについて、ただ無料アプリを一般的に使うと情報セキュリティの部分で非常に危な

い状況にあるので、一人一人ＩＤ、パスワードを取得してその中でやればセキュリティがきちんと守

られるということで、現場の先生方はそれがないとＺＯＯＭは使えません。子供たちのデータ、情報

が漏れることがあったり、学校の様々な情報が漏れてはいけませんということで、ＺＯＯＭライセン

ス、これはお金がかかるものですから３月議会ではなくて２月の臨時議会で補正予算として出してお

ります。そうしますと、今年度末ぐらいからはＺＯＯＭを使おうと思えば使えるような状況が生まれ

るのではないかと思います。だからそれがないと、いわゆるオンライン授業といっても口で言うだけ

でできないのです。ＺＯＯＭライセンスをきちんと取っておかないと、そういうことです。

この章は特に、カタカナやアルファベットが多いところで、通じにくいかもしれませんけれども、

なかなかほかの言葉に翻訳できない状況でありますので、何とか分かりやすく、前後の修飾語で補っ

ていきたいと思います。

○職務代理者

ほかによろしいでしょうか。ではどうぞ。

○委員

オンラインゲームとかですが、学校と保護者の連携の下で子供たちへの周知を図っていくというと

ころですけど、結構学校のほうからですと、お子さんの携帯でもきちんとチェックしてくださいです

とか、そういう言われ方を保護者の皆さんがされていると思うのですが、子供たちのほうが使い方が

よく分かっているものですから、保護者の皆さんへのサポートみたいな感じでＳＮＳの使い方を教え

たり、連携というより子供と保護者の皆さんへのサポートみたいな感じであるとありがたいなという

ところです。

○教育長

昨年までの共育講座等の中で、各学校でそういう講座をＮＴＴとかいろいろなところの方を招いて

やっています。しかし子供の技術のほうがはるか上を行ってますので、毎日ＴｉｋＴｏｋをやったり、

毎日ゲームをやっているものですから。ただそこで危険な要素に触れないようなチェックは必要だと

思います。そういった講座等も共育の日等で各学校で設けていますので、そういった会にできるだけ

参加していただいて、注意喚起を促すことになるかと思います。

○委員
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ありがとうございます。

○職務代理者

ほかにはよろしいでしょうか。

では、次に進めていきたいと思います。

では５番目、特別支援教育体制の充実について、お願いいたします。

○委員

ここの真ん中下のところに、新城市基幹相談支援センターとあるのですけど、これは具体的にはど

こにあってどういう活動をしているんですか。

○職務代理者

これは、新城市が設置してくださっている社会福祉課、新城福祉会が委託を受けて業務を行ってい

ます。この新城市から相談業務を一手に引き受けて、いろいろな相談支援者がこの奥三河、東三河圏

域にいらっしゃいますので、その人とたちにこういう事案の相談がありました、こういうところの機

関につなげてくださいとか、こういうところで支援してくださいとかそういう相談のための振り分け

をして導いていくという

○委員

具体的な活動は、どのようなことをやっているのですか。

○職務代理者

そうですね、福祉課にこんなことで困るんですけどという相談があったりとかというのも基幹セン

ターのほうに送られてきて、基幹センターからこの事案についてはどこの相談業務をやっているとこ

ろへ引き継いで、その人の実際にどのように１日を過ごすかとか、どこどこへ就職したいとかいうの

を計画を立てるとか、いうところにつなげていくところです。

○委員

なるほど、それではこれは名目だけではなくて、実質的にきちんと活動しているんですね。

○職務代理者

市からの委託を受けまして、動いているところです。いろいろな方がいますから、学校からの御相

談もあったりして、こういう感じで今引きこもりになっているけど、でも学校を卒業した後、高校に

も進学したいとか、そういう具体的な例を市教委の相談員の方と一緒になって、

○委員

事務局はどこにあると言われましたか。

○職務代理者

新城社協、新城市社会福祉協議会の２階に部局はあります。

実際にそこに従事しているのは、新城福祉会の職員です。そんなわけで実際に学校関係の相談を受

けることが多いです。

そういうような役割を果たしつつあるというところで入れていただきましてありがとうございまし

た。

実際にそういうところだと、学校にも行けるし、いろいろな事業の事業所にもつなぐこともでき

る、大きな役割があるかなと思います。

○教育長



19

関係機関との連携は、かなり東三河広域にわたって様々な組織と連携してやっています。

○委員

これができたのは最近ですよね。ずっと以前はやってなかったですよね。

○職務代理者

ずっと以前はないです。何年前でしょうか。５年ぐらいですね。

ほかにありますか。

よろしければ次に進みたいと思います。

では、６番目の地域部活構想の検討について、お願いいたします。

ないようでしたら、次に進めたいと思います。

では、７番目の授業充実に向けた働き方改革について、お願いいたします。

よろしいですか。では、次に進めたいと思います。

３、生涯共育の欄につきましての（１）スポーツにつきましてお願いいたします。

それでは次に進めたいと思います。

（２）の文化活動についてお願いいたします。

では、よろしいでしょうか。では、次に進めます。

３、共育活動についてお願いいたします。

○委員

内容はよいと思いますが、実際に共育活動にオンライン講座、動画配信、それからＺＯＯＭ会議と

いった新しい手法を取り入れた活動はできるのでしょうか。できれば公民館を中心とした活動ができ

ないか、私自身も取り入れたいと思うのですが、どのように進めていけばよいのか分からない。何ら

かの支援がないとうまくいかないと思うのです。できるのでしょうかね。公民館でＷｉ－Ｆｉ環境が

きちん整っていれば、実際にＺＯＯＭを使ったオンライン講座ができるのでしょうか。学校とも結べ

るのでしょうか。これまでは、人が集まることを前提にした活動に取り組んできたので、それをどう

やって継続していけるのか、たぶんどこの団体も困っている、どう計画していいのか悩んでいるとこ

ろだと思うのです。そうするとこの共育活動、文化活動をどう支援していくかというような書き方で

あってもよいのですが、方針説明にはそぐわないかもしれませんが、それが実態だと思っています。

○職務代理者

ありがとうございます。

実態としては、東郷地区では地域自治区の会議などもＺＯＯＭでやっているというのを伺ったこと

がありますが、やろうと思えばＺＯＯＭ会議ができるのかもしれないですが、どういう環境でどんな

やり方をされたかと具体的には分からないです。

○委員

そうすると各個人のパソコンを使って、事務局とつないでそういうやり方ですね。

そのノウハウをきちんと事務局が用意してもらわないと、方法も教えていただいたりということが

必要なるので、それを各地区で公民館活動をやる。かなりそういった、さっきの学校の支援体制では

ないですけど、それも必要だなということです。

○教育長

東郷地区はＺＯＯＭでやっていますか。
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○委員

聞いたことはないです。

○職務代理者

ないですか。職員が自治区をやっているので、今日は地域自治区の会議がＺＯＯＭであるので、な

い人はどうするのですかと聞いたら市役所に集まってとか、どこどこの公民館に集まって広げてそれ

を見ながらと言っていたので。

○委員

最初に１回だけやり方を教えていただければ、割と皆さん大丈夫みたいで、その最初の１回が大変

ですけど、結構、いろいろな自治体で環境がある方はできるので、個人個人でもってらしゃる方は、

個人個人でやって、どうしてもその環境がないという方は、こういう大きい会議室に集まってやって

いるところが多いですね。

○教育長

市役所もいろいろな会議を結構ＺＯＯＭでやっています。市役所へ集まる人と、自宅にいる人でと

いう感じでやっていますね。

○委員

例えばこういう会議もＺＯＯＭでいける。

○教育長

やろうと思えば。

○委員

やろうと思えばできるわけですよね。

ただ、先ほどの話ではないですが、最初のネット環境整備をどうするかというところで、やはりそ

れなりにノウハウを持った方に指導していただかないとスタートできないですよね。対面では難しく

なった共育活動でも、できる方法があればいろいろな手法を取り入れていきたいところです。公民館

によってはＷｉ－Ｆｉ環境が整備されているところもありますので、スタートの部分がクリアできれ

ば、かなりできることは増えてくると思います。

○教育長

基本的に民間の力に頼るしかありません。事務局でそのための事業費を用意したり、人を派遣する

ということは不可能ですし、多くの地域においてもそれは民間活力に任せていると思います。

○職務代理者

先ほどの話ではないですけど、ことＺＯＯＭ授業になった場合、全ての家庭にその環境を整えて立

ち上げて、見られて、そこに参加できるようにするというのは、どうやって実際にできるんだろうか

と思うと、

○委員

自粛期間で休校だったときがあったじゃないですか、うちは上２人が私立高校に行っているのです

けれども、やはりネット授業でやってくださいと言われて、環境がない子はどうするんですかと。結

局授業ができなくて、やはり環境がない子がいるので、ＹｏｕＴｕｂｅにアップしてパスワードを入

れて、専用のパスワードを入れて、先生がＹｏｕＴｕｂｅで録画した授業を見て、一方的に先生が話

しているのを聞いて勉強をするというのをしばらくやっていたのですけど。
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○職務代理者

いつできるような環境を整える点がとても大切です。

ではよろしいでしょうか。次に進めたいと思います。

では、（４）文化財・資料館・博物館・図書館等で①文化財・資料館・図書館等のことにつきまし

て、お願いいたします。

○委員

一番最後の行にあるライブラリースタート事業というのはどういう事業ですか。

○教育長

これはもう十数年やっている事業で、各学校の当該学年の子供たちが図書館へ行って、自分の読み

たい本、それを図書館で購入してもらってそれを借りるという図書館体験を自分の好きな本でさせる

事業です。

○事務局

今年、鳳来東小学校でライブラリースタートをやり、来年作手小学校でライブラリースタートをや

りまして、新城小学校に始まって作手小学校、来年で全ての小学校が市内の小学校を回るような予定

になっています。

○委員

一応一巡したと、そういうことですね。

○職務代理者

それでは、よろしければ次に進みたいと思います。

では、②鳳来寺山自然科学博物館について、お願いいたします。

○委員

東三河ジオパーク構想ですけど、実際にはこれはまず間違いなく実現させるのですか。

○教育長

それは分かりません。日本ジオパーク協会が認定というかなり厳しい審査があります。その審査を

経ないと認定されません。ただ、この一番最初の出発は、東三河広域連合を始めるときに、いろいろ

な連合のスタンスがあるなと考えまして、金も要らない事業として、この中央構造線で結ばれる東三

河ジオパーク構想というのは、８市町村をつなぐ要素になるのではないかということで提案して取り

組んできているものです。市によって中央構造線がしっかり通っているところとそうでないところと

ありますので、多少の温度差はあるわけです。けれども、やはり地質、自然環境の資源は住む者の一

番の宝でありますので、そういうものに東三河の人々が目を向けていくことは非常に価値ある仕事だ

と思います。ただ、このコロナ禍において、事務局は今年会長が豊橋になって進めているのですが、

今年はなかなか事業を進められないという状況であります。

○委員

見通しはどうなんですか。

○事務局

昨年までの計画でいきますと、一応令和４年度に申請をしてみましょうというスケジュールになっ

ておりましたが、１年今年丸々、本来としての動きが止まったような状態になっているので、そこを

もう一回詰め直して進めていくということで、たぶん申請の先送りになるのではないかなと、結論は
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出てないですけど、体制強化を図りつつ伸ばしていくということで今、調整をしているところです。

○委員

何年までにこれが達成される目標とかそういうのはあるのですか。

○事務局

一応、昨年の段階で令和４年度に申請をしてみましょうということでしたけど、これが単純に言う

と１年ですけど、いろいろなほかの状況のジオパーク構想を持っているところをいろいろ調べると、

やはり基盤とかの組織をもっと強化していかないと申請しても落ちてしまいますよというような、結

構明らかな状態なものですから、併せながら申請を少し先延ばしになっていくような状況です。

○委員

申請すればまず、ＯＫがでそうなのですか。

○事務局

今の段階ですと100％無理みたいです。

○委員

100％無理。

○事務局

そのために組織を強化しながらということで、進めていきます。

○教育長

市町村の連携がきちんとしているか、していないかというところ、ここがかなりのポイントになっ

てくるのです。

○事務局

課題がありまして、仮に１年申請して通った場合に、４年後に再認定があるのです。継続して整備

を続けていかなければいけないというようなことで、最初は通ったけど次のジオパークで４年後に落

とされたというようなところもありますので、そういうところも含めて進めていきます。

○教育部長

補足ですけれども、奥三河ジオパーク構想は東三河振興ビジョンという県の事業に位置づけされて

おります。一つの目標として、日本ジオパークの認定を取ろうというのがあります。現在、専門部会

と組織運営部会の部会で活動しています。専門部会は各市町村の教育部局が自分たちの自然環境の保

全活動、ＰＲ活動などをジオツアーを通して行っています。それ自体は進んでおりまして、来年の事

業に計上します。このように、ジオサイトの利活用など本質的な活動は進めていますが、日本ジオパ

ーク認定の部分、ここが難しいということです。

○職務代理者

よろしいでしょうか。では、次へ進めたいと思います。

では、③新城の三宝の観光的価値の発信について、お願いいたします。

よろしいでしょうか。

では、次に進めていきます。最後のページです。

３、施設設備の充実について書かれております。お願いいたします。

○委員

給食の共同調理場は、実施設計を完了して工事に着工するということで、これも全然間違いないの
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ですね。

○事務局

来年度工事着工予定で、今動いています。令和４年９月運用開始を目指しています。

○委員

9月に運用開始に向けて、令和３年度には工事に着工するのですね。

○事務局

はい。

○職務代理者

ほかによろしいでしょうか。

それでは、最後に移ります。

４、今後の展望について、お願いいたします。

それでは、全体を通しまして、まだこのところはという御意見がありましたらお願いいたします。

○委員

少し戻るのですけれども、保存館ではレンタサイクル事業とボランティアガイド養成を進めるとい

うところがあったのですが、今こういう時期ですのでボランティアの方たちの力というのはすごく必

要とされていると思うのですが、ほかの観光とか、鳳来寺山巡りとかいろいろあると思うのですが、

何かそういったところで保存館だけではなく、ほかでも多方面にわたってボランティアを募集してい

たり、養成講座を設けたりというのは、今どのような事情なのかをお尋ねしたいと思います。

○事務局

それぞれの主たる観光や教育的な博物館の施設がある場所は、それぞれボランティアの団体が今、

育ちつつあります。設楽原についても団体発足から１年位たっていますし、それから鳳来寺山にも実

際にお客さんを迎えるというような形ができつつあります。市の大きい観光施設の一つに長篠城があ

るのですけれども、これまでそういったボランティアの活動というのが鳳来中部小学校が中心にな

り、授業の一環として、また、土日とか親御さんたちが連れてきて案内していただくというような形

でやっております。このため、なかなか平日の昼間には対応できないというような状況もありまし

た。

それで、本年度、長篠地区の中でこれまで同様に子供たちを中心にしながら、さらに大人のボラン

ティアガイドを立ち上げようというような動きがございまして、それに保存館として連携を取りなが

らやっていきたいというように思っています。その一つとして、本年度の予算の中でレンタサイクル

が整備されますので、これが年度末ギリギリになっておそらく整備になってくると思います。今年度

末から来年にかけて実際に運用していくというような形になっていきます。それで長篠城でレンタサ

イクルに関してうまくいけば、設楽原のほうとかも広げていけたらいいなと考えております。やは

り、史跡は点在しており、歩いて回りにくいという場所があったり、かえって車だとぱっと回れてし

まうというところがあったりして、もう少し根づいた回り方をするのが一番いいのかなと思いますの

で、そういったときに自転車は非常に都合がいいツールの一つになってくるものと思います。それが

最終的には設楽原のほうまで発展しながらいけるといいのかなと、そこがうまくいけばまたいろいろ

なところへそういった活動というのが広がっていけばいいのかなと考えております。来年度がその出

発になってくるというようなことになります。
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○委員

広報とかそういうもので募集をしていくという。

○事務局

長篠城のほうに関しましては、地域協議会で動いておりますので、取りあえずは長篠の方が中心と

しながら、広報のほうでも告知をしております。ボランティアガイド募集とかいうような形で、掲載

していたかと思いますので、今後は口コミで少しずつ広がっていってくれればいいかなと思っており

ます。

○委員

紙面だけだとなかなか見る方が限られておりますので、例えば無線で呼びかけるとか、もっともっ

と集まるかなと思います。

○職務代理者

ありがとうございました。ほかに御意見がありましたらお願いいたします。よろしいでしょうか。

○教育長

では、最後にいいですか。

ありがとうございました。委員の皆様方からいただいた御意見を取り入れたつもりですけれども、

まだまだ十分に反映していません。

それから今指摘された中で、ファシリティ、ファシリテーターとは、それからＧＩＧＡありました

けれども、文章の中で冒頭言葉の定義づけをして説明していくと、今は修飾語でやってありましたけ

れども、冒頭でファシリテーターとはこう、ＧＩＧＡスクールとはこうだ、そのためにこうするとい

う形にしたいと思います。

それから先ほどの音読で26分かかりましたので、２割から３割これでまた削りたいというように思

っておりますので、そのあたりはまた事務局にお任せ願えますでしょうか。よろしくお願いいたしま

す。

○職務代理者

お願いします。ありがとうございました。

それではこの事項につきましては、ここまでといたします。

それでは、会議の時間が１時間半以上を過ぎてしまいましたので、少し休憩を取りたいと思いま

す。では、この時計で15分からということでよろしいでしょうか。

それでは、５分間の休憩を取りたいと思います。お願いいたします。

休憩

○職務代理者

それでは再開したいと思います。よろしくお願いいたします。

では、教育長から。

○教育長

先ほどの話し合いの中で、ＧＩＧＡスクールのＧＩＧＡとは、グローバルアンド・イノベーショ

ン・ゲイトウェイ・フォーオール、グローバル地球規模の、イノベーション改革の、ゲイトウェイ入
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口、そしてそれはフォーオール、みんなのための地球規模の改革の入り口という意味で、日本語にす

ると余計に意味が分からなくなりましたけれども、そのようなイメージでもっていただければという

ことです。

御了解いただけましたでしょうか。

○職務代理者

ありがとうございました。

それでは、先ほどの続きに入っていきます。

では、２番目の教育振興基本計画について、教育長よりお願いいたします。

○教育長

先ほどの教育方針説明に引き続いて、教育振興基本計画の原稿を先だってお送りさせていただきま

した。ただ、時計を見ますと、１つの話題だけで１時間半たってしまいましたので、本日はこちらの

ほう、今日もし持ってみえなかったら次の機会でもいいですが、御意見を書いていただいて提出して

いただければと思います。

また、こちらの計画につきましては、個々の事業のスケジュール等がきちんとした段階で再度お渡

ししますので、現段階の趣旨の段階のところの文章についての感想、御意見をいただけたらと思いま

すので、次回それらを整えた形で再度提案させていただきたいと思います。

また、この後、その他事項等で時間を要する議案がございますので、よろしくお願いいたします。

○職務代理者

それでは、教育基本計画につきましては、皆さんの書かれたものを提出されるということでお願い

いたします。

日程第４ 報告事項

○職務代理者

では、日程第４に進みます。報告事項です。

（１）令和３年新城市成人式の開催結果について、生涯共育課お願いいたします。

○生涯共育課

先日開催いたしました令和３年成人式につきましては、対象者が457名で当日出席がちょうど400

人。出席率が87.5％、例年ですと大体90％を少し超えるぐらいの出席があるのですが、今回は90％少

し切れるような形となりました。大きく出席が減るということもなく、やはり成人の皆さん関心が高

いかったという結果となりました。

また、先ほどの教育長の報告にもありましたように、今回会場内に保護者等を入れないという措置

を取りましたので、代替措置としてＹｏｕＴｕｂｅでのライブ配信とケーブルテレビティーズでの放

送を行いました。ティーズの視聴の関係は数字が分からないですが、ＹｏｕＴｕｂｅのサイトにアク

セスした数については、大体250から300アクセスぐらいが式典中あったということを聞いておりま

す。コロナ禍での初めての成人式ということでいろいろ心配をいたしましたが、成人の皆さんがこち

らの指示に従っていただき、検温・消毒等しっかりやっていただいて会場に入っていただいた。ま

た、会場内でも式典が始まると静かに式典に参加してただいたということで、大きなトラブルもなく

無事終了しました。
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報告は以上です。

○職務代理者

ありがとうございました。

御質問がありましたら。

○教育長

式典の際に、新城市からの贈り物ということで豪華なクラッカーがありましたけれども、これはぜ

ひ参会の皆様方が「おおっ」というような歓声が上がるような形にしていけたらと思います。来年に

向けては予算化をしっかりとできるような形ができたら、少なくとも左右３砲ずつあるとまさにそう

いう豪華なはなむけができるものになるのではないかと思います。

○職務代理者

それでは次に移ります。

（２）令和３年度鳳来寺自然科学博物館の開館時間の変更について、生涯共育課お願いいたしま

す。

○生涯共育課参事（鳳来寺山自然科学博物館）

博物館からになります。

博物館につきましては、朝９時から夕方５時までの開館時間を設けて運営のほうを行っておりま

す。この中で昨年から新型コロナウイルスの影響がありまして、今まで開館前30分をかけまして館内

及び館内周辺の清掃等を行っておりました。昨年４月から新型コロナウイルスの除菌作業を行ってお

りますと、除菌時間が９時30分ぐらいまでかかってしまいます。そのような中でお客さんが来ると除

菌作業が見学の邪魔になるというようなところが実際ありますものですから、今後、継続して安心に

ゆっくりと見学していただけるように、やむを得ずではありますが、朝30分それから夕方30分、開館

時間を短縮したいと考えています。この時間帯につきましては、鳳来寺山の立地的なものもありまし

て、何となく薄暗くなり、夕方４時半以降に見えられる方はほとんどみえない。また、朝の30分で来

られるお客様も月に１組、２、３人程度で、必要最小限で来館者に影響がない範囲ということで朝30

分、夕方30分開館時間を短くさせていただいて、その間に清掃と併せて除菌等を続けていきたいとい

うことで、来年度試行的にではありますが、１年間の予定で営業時間を短縮したいなと考えておりま

すのでその旨の報告になります。

○職務代理者

ありがとうございました。

御質問がありましたらお願いします。

○委員

何時から何時までになるのですか。

○生涯共育課参事（鳳来寺山自然科学博物館）

朝９時半から16時30分、30分ずつ短縮したいなと考えております。

○職務代理者

ありがとうございます。では、よろしいでしょうか。
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日程第５ その他

小学校再配置の基本的な考え方の指針について報告した。

閉 会 午後３時５０分


